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◆ 12 月定例会の概要   P2
◆予算等審査特別委員会質疑 P6
◆学んで行動する議会へ P8
◆議会アンケート P9
◆一般質問７人市政を問う P11

主な内容
12月定例会

12月
定例会

3月

6月

9月

上郷町地域づくり推進協議会では、福祉関係団体等と連携し、
高齢者世帯を対象とした「買い物支援事業（買い物ツアー）」を
実施しています。

＝ 地域支え合いを模索 ＝
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12月
定例会

　
菊
池　
浩
士　

　
菊
池　
巳
喜
男　

　
照
井　
文
雄

⃝
 

釜
石
自
動
車
道
の
全
線

開
通
に
よ
っ
て
利
用
者

も
多
様
化
し
、
サ
ー
ビ

ス
エ
リ
ア
的
機
能
も
求

め
ら
れ
て
い
る
な
か
、

新
生
、
道
の
駅
と
し
て

風
の
丘
は
魅
力
と
集
客

力
の
あ
る
施
設
に
生
ま

れ
変
わ
ら
せ
る
こ
と
が

大
切
で
、
経
営
戦
略
的

に
必
要
不
可
欠
で
あ

る
。

⃝
 

建
設
に
あ
た
っ
て
は
、

地
元
建
設
業
者
に
も
働

く
場
の
提
供
に
繋
が

る
。
こ
の
事
業
を
先
延

ば
し
す
る
こ
と
は
、
市

政
発
展
の
成
長
を
限
定

的
に
す
る
危
険
性
が
あ

り
、
産
業
の
縮
小
が
懸

念
さ
れ
る
。

⃝
 

こ
の
整
備
事
業
か
ら
、

風
の
丘
の
収
益
に
結
び

付
け
、
市
税
の
増
収
に

繋
げ
、
自
主
財
源
の
伸

び
に
結
び
つ
け
て
欲
し

い
。

原 案 に賛  成
　
小
松　
正
真

　
佐
々
木　
恵
美
子

　
荒
川　
栄
悦　

⃝
 

風
の
丘
の
装
飾
は
、
今

や
ら
な
く
て
は
い
け
な

い
こ
と
な
の
か
。
市
内

飲
食
店
等
も
大
き
な
打

撃
を
受
け
て
お
り
、
光

熱
費
、
灯
油
代
等
支
援

で
き
る
こ
と
は
い
く
ら

で
も
あ
る
。
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
を
大
き

く
受
け
て
い
る
民
間
企

業
救
済
に
そ
の
予
算
を

回
す
べ
き
で
あ
る
。

⃝
 

２
年
後
３
年
後
を
見
越

し
て
今
支
出
し
な
く
て

い
い
予
算
を
支
出
す
る

よ
り
、今
困
っ
て
い
る
人

を
救
済
し
な
け
れ
ば
、

今
後
ま
す
ま
す
遠
野
市

の
税
収
は
減
っ
て
し
ま

う
こ
と
に
つ
な
が
る
。

⃝
 

今
回
の
予
算
は
遠
野
ふ

る
さ
と
商
社
の
売
上
を

増
や
す
た
め
に
使
わ
れ

る
。
そ
れ
な
ら
ば
ふ
る

さ
と
商
社
が
準
備
す
る

の
が
当
た
り
前
。
財
政

が
ひ
っ
迫
し
て
い
る
な

か
、
無
駄
な
予
算
を
支

出
し
て
は
い
け
な
い
。

反  対

　
議
案
第
93
号
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
に
計
上
さ
れ
た
道
の
駅
魅
力
ア
ッ
プ
事

業
費
関
連
予
算
に
つ
い
て
、
本
会
議
で
は
、

修
正
案
が
提
出
さ
れ
、
反
対
、
賛
成
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
か
ら
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
２
５
０
０
万
円

の
予
算
措
置
が
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
事

業
の
進
展
に
伴
い
生
じ
た
備
品
を
購
入
す
る

た
め
計
上
さ
れ
た
予
算
で
す
。

　

風
の
丘
の
装
飾
等
工
事
に
使
わ
れ
る
道
の
駅
魅

力
ア
ッ
プ
事
業
費
２
０
０
０
万
円
を
削
除
し
よ
う

と
す
る
も
の
。

　

第
４
次
遠
野
市
健
全
財
政
５
か
年
計
画
で
示
さ

れ
た
と
お
り
遠
野
市
の
財
政
は
ひ
っ
迫
し
て
い

る
。
自
立
し
た
第
三
セ
ク
タ
ー
運
営
を
目
指
す
に

は
、
設
備
投
資
も
株
式
会
社
遠
野
ふ
る
さ
と
商
社

が
行
う
べ
き
。

　

ま
た
、
削
除
す
る
予
算
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
危
機
感
を
も
っ
て
対
応
す
る
こ
と
。

〈
発
議
者
〉 

小
松　
正
真

 

佐
々
木　
恵
美
子

 

荒
川　
栄
悦

道
の
駅
風
の
丘
備
品
購
入

補
助
関
連
予
算
を
含
む

補
正
予
算
原
案
を
可
決

修
正
動
議
・
提
案
理
由

議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17

議員氏名

小　
松　
正　
真

佐
々
木　
恵
美
子

菊　
池　
浩　
士

佐
々
木　
敦　
緒

佐
々
木　
僚　
平

小　
林　
立　
栄

菊　
池　
美　
也

萩　
野　
幸　
弘

瀧　
本　
孝　
一

多　
田　
　
　
勉

菊　
池　
由
紀
夫

菊　
池　
巳
喜
男　

照　
井　
文　
雄

荒　
川　
栄　
悦

安　
部　
重　
幸

新　
田　
勝　
見

佐
々
木　
大
三
郎

議案第 90 号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇

議案
第93号

修正案 〇 〇 ● ● 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● 〇 ● ● ●
原　案 ● ● 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇

請願第５号 〇 〇 ● 〇 〇 ● ● ● ● 〇 ● ● ● 〇 〇 〇 〇
※議長は採決に加わりません。○は賛成、●は反対。
※追加日程第１については、無記名投票による採決のため、賛否は公表されません。
審議結果は、遠野市ホームページで確認することができます。

議　　　案　　　名 賛成 反対

追加日程第１ 議長選挙　（浅沼幸雄議員　10 票　多田勉議員　８票）
議案第 90 号 公の施設の指定管理者の指定について（市営住宅等の管理） 16 １
議案

第93号
修正案

令和２年度遠野市一般会計補正予算（第６号）
４ 13

原　案 13 ４

請願第５号 「安全・安心で、ゆきとどいた教育実現につながる少人数学級」の実現を
求めることについての請願 ９ ８

遠野市議会  12月定例会  審議結果

賛否がわかれた議案等についてのみ掲載しています。賛 否 の 公 表

　

令
和
２
年
12
月
定
例
会
を
、

１
日
か
ら
11
日
ま
で
の
11
日
間

の
会
期
で
開
催
し
、
一
般
質
問

は
、
７
人
の
議
員
が
市
政
を
問

い
ま
し
た
。

　
市
が
提
出
し
た
案
件
は
全
19

議
案
で
、
令
和
２
年
度
補
正
予

算
関
係
４
件
、
そ
の
他
15
件
を

審
議
し
、
す
べ
て
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

　
最
終
日
の
本
会
議
で
は
、
議

員
発
議
を
２
件
可
決
し
た
ほ

か
、
議
員
の
発
言
取
消
申
出
書

の
件
を
許
可
し
閉
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
本
会
議
初
日
に
は
、

９
月
定
例
会
の
議
長
不
信
任
動

議
可
決
を
受
け
、
浅
沼
幸
雄
議

長
が
辞
職
し
た
こ
と
に
伴
い
、

議
長
選
を
行
い
ま
し
た
。

12月定例会

請
願

◆
請
願
第
５
号　

「
安
全
・
安
心
で
、
ゆ

き
と
ど
い
た
教
育
実
現

に
つ
な
が
る
少
人
数
学

級
」
の
実
現
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
の
請
願

［
請
願
者
］

 

少
人
数
学
級
を
実
現
す
る

 　

岩
手
の
会

　

 

代
表　

田
代  

高
章

 �

（
採
　
択
）

　

請
願
第
５
号
に
つ
い

て
、
反
対
、
賛
成
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
か
ら
討
論

が
あ
り
ま
し
た
。

反
対 

討
論

�

小
林
　
立
栄

　

デ
ー
タ
に
よ
り
教
室
の

密
に
よ
る
感
染
事
例
は
少

な
い
と
判
断
で
き
る
。
ま

た
速
や
か
な
導
入
で
は
、

急
激
で
多
大
な
財
政
負
担

を
伴
う
可
能
性
が
高
く
、

結
果
と
し
て
、
教
育
環
境

に
マ
イ
ナ
ス
と
な
る
懸
念

が
あ
る
。

　

少
人
数
学
級
の
導
入
を

中
長
期
的
な
視
野
で
堅
実

に
進
め
つ
つ
、
学
校
現
場

で
の
感
染
予
防
対
策
の
充

実
、
教
職
員
の
皆
様
が
子

ど
も
達
と
向
き
合
う
時
間

を
少
し
で
も
多
く
確
保
で

き
る
よ
う
働
き
方
へ
の
支

援
を
充
実
さ
せ
て
い
く
方

が
、
現
実
的
、
価
値
的
な

取
り
組
み
で
あ
る
と
考

え
、
請
願
に
反
対
す
る
。

賛
成 

討
論

�

佐
々
木
　
僚
平

　

コ
ロ
ナ
感
染
者
数
が
連

日
更
新
さ
れ
て
い
る
状
況

で
、
学
校
現
場
で
は
子
ど

も
の
密
接
、
密
集
は
避
け

ら
れ
ず
、
安
全
、
安
心
な

個
別
指
導
が
出
来
な
い
と

言
わ
れ
て
い
る
。

　

世
界
で
は
、
す
で
に
30

人
以
下
の
基
準
に
な
っ
て

い
る
。

　

来
年
度
よ
り
一
人
一
人

に
端
末
を
整
備
す
る
「
Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
」
が
始

ま
る
が
、
少
人
数
学
級
を

段
階
的
に
進
め
る
た
め
、

必
要
な
予
算
要
求
を
す
る

と
文
部
科
学
省
が
述
べ
て

い
る
今
こ
そ
、
子
ど
も
達

が
安
心
、
安
全
な
教
育
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
請
願
に

賛
成
す
る
。
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12月
定例会

議
員発

議

　

今
定
例
会
で
は
、
２
件

の
議
員
発
議
案
が
提
出
さ

れ
、
可
決
し
ま
し
た
。

◆
発
議
案
第
６
号

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

等
感
染
症
対
策
調
査
特

別
委
員
会
の
設
置

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
全
国
で
猛
威
を

振
る
い
、地
域
経
済
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

　

市
内
経
済
と
市
民
生
活

の
安
定
に
向
け
た
施
策
の

展
開
が
重
要
な
こ
と
か

ら
、
議
会
の
役
割
と
市
民

の
民
意
を
反
映
す
る
と
い

う
役
割
を
十
分
に
果
た
す

た
め
に
、
特
別
委
員
会
を

設
置
す
る
。

　

特
別
委
員
会
は
、
議

長
を
除
く
17
名
で
構
成

し
、
任
期
は
令
和
４
年

10
月
末
ま
で
と
し
た
。

委
員
長　

萩
野　

幸
弘

副
委
員
長
佐
々
木
敦
緒

◆
発
議
案
第
７
号

遠
野
市
議
会
に
お
け
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
推
進
に

係
る
申
し
入
れ

　

情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ

Ｔ
）
の
利
活
用
に
よ
る
、

市
民
の
多
様
な
意
見
の
把

握
、市
民
へ
の
情
報
提
供
、

議
会
運
営
の
効
率
化
、
自

然
災
害
や
感
染
症
等
に
対

す
る
危
機
管
理
へ
の
対
応

な
ど
、
議
会
機
能
の
強
化

が
求
め
ら
れ
る
。

　

議
会
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
利
活
用
に
向
け
た
市
当

局
と
の
協
議
の
場
の
設
置

及
び
「
遠
野
市
議
会
Ｉ
Ｃ

Ｔ
推
進
基
本
計
画
」
策
定

へ
の
参
画
を
求
め
、
市
当

局
に
申
し
入
れ
す
る
も

の
。

　新型コロナウイルス感染症の経済対策（9,458 万円）、予防対策（81万円）の補正予算を可決し
たほか、教育委員会委員任命、固定資産評価審査委員会委員選任の人事案件４件について同意しま
した。

　新型コロナウイルス感染症の経済対策（2,870 万円）、予防対策（33 億 4,658 万円）の補正予算
を可決しました。

11月臨時会

12月臨時会

主な
感染症対策
事業

主な
感染症対策
事業

⃝資金繰りの元金返済に対する緊急支援
⃝市内事業者の情報通信機器の整備に補助
⃝ withコロナ、afterコロナに対応するための生産設備投資に補助
⃝商工団体や中小企業団体等が行う消費回復に向けた事業支援
⃝妊婦のインフルエンザ予防接種に要する経費に補助

⃝ひとり親世帯等への臨時特別給付金の再支給
⃝売上が減少している中小企業への家賃支援期間の延長
⃝売上が減少している飲食業者に補助金交付
⃝ケーブルテレビ FTTH（光ケーブル）化の整備
⃝設備・資材等を整備する医療機関への補助金交付

　今定例会では、９月定例会での議長不信任動議可決を受け、浅沼幸雄議長が辞職したことに伴
い、議長選挙を行いました。
　選挙は、議員申し合わせにより、立候補形式を導入。浅沼幸雄議員、多田勉議員２名の候補者
が次のとおり所信表明を行いました。

浅�沼��幸�雄�議員
　９月定例会での議長不信任の可決を受け、法的拘束力はないものの道義的な観点から議長

を辞任した。

　しかし、不信任動議の提案理由の大部分について到底納得できるものではない。例えば、

行事やイベント等におおむね 100 パーセント出席していると認識しているし、産業建設常任

委員会からの市への要望書に関してもストップしようとした事実は確認できなかった等の理

由により、改めて市民のために活動しなければならないと考え再び立候補した。

多�田�　�勉�議員
　遠野市議会の進むべき方向を誤らず、審議のスピードを緩めることはできない。誇りある

遠野市議会の歴史を真摯に自覚し、着実にその歩みを前に進める努力が必要である。

　厳しい状況の中で必死に遠野市政発展を支えている市民の思いと期待を忘れずに、我々は

一丸となって取り組むことが重要。

　地方自治法に定められる議会制度を遵守し、市民の信頼を損なうことなく、市民の負託に

応えるための議会運営を図る所存である。

議長選挙　浅沼幸雄議員　当選

このコーナーでは、
市民のみなさまから議会に寄せられた
ご意見等の一部をご紹介します。（文
章は、原文のままですが、長い場合は
抜粋して掲載しています。）

市民の 声 クイズのコーナーは必ず見ます。いつもナンクロ、ナンプ
レなど解いて出すのが好きなので、当選する事を祈ってい

ます。� （松崎町、69歳、女性）

私は県交通とデマンドバスを利用して暮らしています。補
助金も大変なことも分かりました。タクシー助成金ありが

とうございました。
� （小友町、82歳、女性）

90歳まで生きました。幸せです。これからも市民の幸せの
ために活発な議論をお願いします。

� （土淵町、90歳、男性）

12 月16 日、市に対し申し入れを行った。
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12月
定例会

こ
と
が
必
要
で
は
。

答　
震
災
復
興
、子
育
て
、

中
心
市
街
地
活
性
化
、
ま

ち
づ
く
り
等
、
さ
ま
ざ
ま

な
目
的
を
盛
り
込
み
た
か

っ
た
。

　

し
か
し
、
設
置
条
例
と

い
う
こ
と
か
ら
「
文
化
の

振
興
」
と
い
う
言
葉
で
表

現
し
た
。

こ
ど
も
本
の
森
　

構
想
の
具
体
化
へ

問　
寄
附
の
現
状
は
。

答　
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
地
方
紙
へ
の
掲
載
、

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
・

配
布
し
Ｐ
Ｒ
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

　

10
月
１
日
か
ら
募
集
を

開
始
し
、
総
額
７
０
０
万

円
ほ
ど
い
た
だ
い
て
い

る
。

問　
市
が
負
担
す
る
今
後

の
ハ
ー
ド
整
備
は
。

答　
本
館
の
本
棚
。
現
存

す
る
３
つ
の
土
蔵
は
、
そ

れ
ぞ
れ
全
面
改
修
、
一
部

改
修
、
解
体
し
た
い
。

　

ま
た
、
車
い
す
や
ベ
ビ

ー
カ
ー
を
利
用
す
る
方
へ

の
配
慮
と
し
て
、
駐
車
場

か
ら
遊
歩
道
の
整
備
も
必

要
と
考
え
て
い
る
。

問　
本
棚
の
工
事
、
土
蔵

の
改
修
に
１
億
円
以
上
の

費
用
が
見
込
ま
れ
る
。
土

蔵
の
整
備
は
必
要
な
の

か
。

答　
利
用
者
が
本
を
読
ん

だ
り
、
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
た
り
、
地
域
住
民
が
活

動
す
る
場
と
し
て
活
用
し

た
い
。
ま
た
崩
れ
か
け
て

い
る
箇
所
が
あ
り
、
安
全

面
へ
の
配
慮
も
必
要
で
あ

る
。
旧
三
田
屋
の
面
影
や

歴
史
を
感
じ
る
空
間
と
し

て
、
一
体
的
な
整
備
が
必

要
で
あ
る
。

問　
イ
メ
ー
ジ
戦
略
を
ど

う
進
め
る
か
。

答　
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や
ロ

ゴ
等
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル

ー
プ
か
ら
の
意
見
を
参
考

に
、
プ
ロ
の
感
覚
を
活
か

し
な
が
ら
協
議
し
て
進
め

た
い
。

行
政
改
革
の
一
環

市
営
住
宅
の
指
定
管
理

問　
指
定
管
理
予
定
者
は

市
外
団
体
で
あ
る
。
選
定

ま
で
の
経
緯
は
。

答　
多
く
が
耐
用
年
数
を

超
え
、
管
理
に
お
い
て
慎

重
な
検
討
が
必
要
な
市
営

住
宅
等
を
指
定
管
理
者
制

度
に
移
行
す
る
。

　

市
内
の
団
体
に
も
相
談

を
試
み
た
が
、
残
念
な
が

ら
今
回
は
申
請
に
至
ら
な

か
っ
た
。
事
務
所
の
市
内

開
設
や
従
事
者
の
市
内
雇

用
、
施
設
修
繕
に
市
内
業

者
が
携
わ
る
こ
と
を
前
提

と
し
て
い
る
。

問　
指
定
管
理
予
定
者
に

期
待
す
る
こ
と
は
。

答　
「
市
営
住
宅
等
長
寿

命
化
計
画
」
の
実
行
性
を

高
め
た
い
。

　

提
案
団
体
は
県
内
７
市

の
公
営
住
宅
の
指
定
管
理

を
担
っ
て
い
る
。
市
と
団

体
と
の
業
務
分
担
に
よ
る

効
率
化
、
専
任
者
に
よ
る

迅
速
な
対
応
な
ど
生
活
環

境
の
安
心
安
全
に
ノ
ウ
ハ

ウ
を
活
用
し
た
い
。
日
々

の
巡
回
に
よ
っ
て
、
ケ
ア

の
必
要
性
が
認
め
ら
れ
た

際
の
相
談
窓
口
へ
の
取
次

な
ど
、
入
居
者
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
も
期
待
す
る
。

道
の
駅
風
の
丘

魅
力
ア
ッ
プ
事
業

問　
市
の
負
担
が
増
額
、

ふ
る
さ
と
商
社
が
減
額
し

て
い
る
の
は
。

答　
こ
の
増
額
は
、
店
内

装
飾
、
備
品
の
１
０
０
０

万
円
の
追
加
購
入
費
と
補

助
率
の
変
更
に
よ
る
も

の
。
補
助
率
を
上
げ
る
こ

と
に
よ
り
有
利
な
財
源
で

あ
る
国
の
地
方
創
生
推
進

交
付
金
を
厚
く
充
て
る
も

の
で
あ
り
、
備
品
購
入
費

総
額
６
０
０
０
万
円
の
う

ち
市
が
３
／
４
、
ふ
る
さ

と
商
社
が
１
／
４
の
負
担

と
な
る
。

　

ふ
る
さ
と
商
社
が
減
額

に
な
っ
た
分
は
、
生
産
的

投
資
に
充
て
る
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
。

問　
整
備
後
、
備
品
等
を

商
社
の
所
有
に
す
る
理
由

は
。

答　
指
定
管
理
施
設
の
備

品
は
、
本
来
市
が
全
額
負

担
す
べ
き
も
の
で
は
あ
る

が
、
協
議
を
し
て
商
社
側

に
も
一
定
の
負
担
を
し
て

も
ら
う
こ
と
で
修
繕
や
維

持
管
理
に
責
任
が
発
生
す

る
。総

括
質
疑

市
民
に
寄
り
添
っ
た

予
算
編
成
を

問　
今
回
の
補
正
予
算
案

は
、
減
額
が
多
い
。

　
市
の
予
算
編
成
の
考
え

方
と
今
後
の
方
向
性
は
。

答　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
へ
の
対
応
を
急
ぐ
た

め
、
11
月
臨
時
会
で
補
正

予
算
第
５
号
と
し
て
対
応

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
こ

れ
で
終
わ
り
で
は
な
く
、

３
月
定
例
会
を
待
た
ず
対

応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

心
積
も
り
で
、
国
や
県
の

情
報
を
把
握
し
な
が
ら
タ

イ
ミ
ン
グ
を
大
事
に
進
め

て
い
き
た
い
。

農
林
業
の
振
興
を

問　
農
業
を
取
り
巻
く
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
し

て
、
具
体
的
な
解
決
策
が

見
出
せ
ず
、
行
き
詰
ま
っ

て
い
る
の
が
現
状
で
は
な

い
か
。

答　
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

策
定
に
つ
い
て
、
各
地
区

で
話
し
合
い
を
行
っ
て
い

る
。
若
い
担
い
手
へ
の
フ

ォ
ロ
ー
を
含
め
、
不
作
付

地
が
減
少
す
る
よ
う
取
り

組
み
た
い
。

問　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
の
活

用
に
つ
い
て
方
向
性
は
。

答　
費
用
が
高
額
で
個
人

で
の
導
入
は
厳
し
い
。
国

や
関
係
機
関
・
団
体
と
連

携
し
、
営
農
組
織
や
法
人

化
し
た
組
合
に
対
し
て
、

効
率
化
・
生
産
性
が
向
上

す
る
よ
う
導
入
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

ウ
ィ
メ
ン
ズ
・

チ
ャ
イ
ル
ド
ク
リ
ニ
ッ
ク

構
想
と
は

問　
内
容
は
。

答　
市
民
が
安
心
し
て
子

ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る

よ
う
に
、
産
婦
人
科
・
小

児
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
母
子

の
体
や
心
の
ケ
ア
を
す
る

産
前
産
後
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

を
一
体
的
に
整
備
す
る
構

想
で
あ
る
。

問　
開
所
予
定
時
期
は
。

答　
令
和
３
年
度
に
検
討

委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
構

想
を
具
体
化
、
実
現
可
能

な
方
向
を
見
出
し
、
整
備

ま
で
進
め
た
い
。

持
続
可
能
な
社
会
の

実
現
を
目
指
し
て

問　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
計
画
に

登
載
さ
れ
た
理
由
は
。

答　
国
連
が
定
め
た
17
個

の
ゴ
ー
ル
を
達
成
す
る
こ

と
で
持
続
可
能
な
社
会
を

目
指
し
、
誰
一
人
取
り
残

さ
な
い
社
会
を
構
築
す
る

こ
と
を
目
的
に
し
て
い

る
。
国
だ
け
で
な
く
、
自

治
体
で
も
こ
れ
を
推
進
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
計
画
に
登
載
し

た
。

問　
今
後
す
べ
て
の
事
業

や
政
策
に
ゴ
ー
ル
番
号
を

付
与
す
る
の
か
。

答　
事
業
を
進
め
る
上
で

は
ゴ
ー
ル
を
意
識
し
て
進

め
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

住
民
主
体
の

地
域
づ
く
り

問　
各
地
区
セ
ン
タ
ー
の

指
定
管
理
者
制
度
等
へ
の

移
行
は
、
市
内
一
斉
に
足

並
み
を
揃
え
行
わ
れ
る
こ

と
が
望
ま
れ
る
が
。

答　
市
内
全
11
地
区
、
同

時
移
行
を
進
め
て
い
る
。

指
定
管
理
者
制
度
移
行
の

７
地
区
と
施
設
を
持
た
な

い
４
地
区
の
、
双
方
と
も

基
本
は
住
民
主
体
の
地
域

運
営
と
な
る
。
全
地
区
一

斉
に
、
今
年
度
末
で
市
職

員
は
引
き
上
げ
る
。

問　
鱒
沢
地
区
は
地
区
セ

ン
タ
ー
が
な
い
ま
ま
、
地

域
運
営
と
な
る
。
運
営
拠

点
施
設
が
未
整
備
で
、
他

の
地
区
と
足
並
み
が
揃
っ

て
い
る
と
捉
え
る
の
か
。

答　
地
域
づ
く
り
は
、
他

の
地
区
と
平
行
に
進
め

る
。

　

地
区
セ
ン
タ
ー
整
備
に

つ
い
て
は
、
交
通
の
要
衝

な
ど
の
地
域
特
性
を
踏
ま

え
、
単
な
る
施
設
整
備
に

留
ま
ら
ず
、
広
域
的
な
地

域
振
興
と
活
動
の
場
と

し
、
全
体
の
整
備
計
画
を

検
討
し
て
い
る
。
後
期
５

か
年
計
画
に
も
挙
げ
て
お

り
、
早
期
に
す
す
め
る
。

こ
ど
も
本
の
森

条
例
に
理
念
は

問　
沿
岸
部
の
震
災
復
興

が
背
景
と
し
て
あ
る
な
ど

の
経
緯
が
表
現
さ
れ
て
い

な
い
。
条
例
に
盛
り
込
む

予
算
等
審
査

特
別
委
員
会

　
予
算
等
審
査
特
別
委
員
会
（
議
長
を
除
く
17
人
の
議
員

で
構
成
、
委
員
長
瀧
本
孝
一
議
員
、
副
委
員
長
小
林
立
栄

議
員
）
は
、
条
例
４
件
、
予
算
４
件
、
そ
の
他
11
件
に
つ

い
て
付
託
を
受
け
、
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
委
員
会
で
は
、
今
後
の
施
策
全
般
に
わ
た
り
活
発
な

質
疑
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
全
19
議
案
を
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

市役所東舘庁舎には全国から寄付された本が続々と届けられている

SDGs（エスディージーズ）とは、「Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）」の略称。
2015 年の国連で決められた国際社会共通の目標。2030 年までに達成すべき 17 の目標が挙げられている。
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⇧　遠野市議会 宛て　FAX：0198-66-3021

議会だより、懇談会のあり方等のアンケート

遠野市議会では、多様な広報手段を活用し、多くの市民が議会に関心を
持っていただけるような活動を目指し、アンケートを実施しています。
　【期間】２月14日（日）まで

あなたの声をお寄せください

次のいずれかの方法でご回答ください。

　● 市政なんでも相談箱に投函する、郵送、FAX、メールで、議会事務局へ！

　● 次のQRコードを読み取って回答してください。そのまま送信！

　● お近くの議会議員にお渡しください。

アンケート記載欄
■ あなたのことを教えてください。

（１）年齢についてお尋ねします。
ア、～ 19歳� � イ、20～ 29歳
ウ、30～ 39歳� � エ、40～ 49歳
オ、50～ 59歳� � カ、60～ 69歳
キ、70～ 79歳� � ク、80歳～

（２）お住いの地域についてお尋ねします。
ア、市内� � � イ、市外

■ 広報活動について教えてください。
（３） 市議会では、以下のような広報を行っています。今までご覧になったことのあるものは

どれですか。（複数回答可）
ア、広報紙「遠野議会だより」� � イ、無料アプリ「マチイロ」
ウ、市議会ホームページ� � � エ、遠野テレビ
オ、市議会を傍聴� � � � カ、公式 Facebook
キ、いずれも見たことがない
ク、その他（自由記載）�

（４）今後さらに充実して取り組んだ方がよいものはありますか。（複数回答可）
ア、YouTube 等でのネット配信� � イ、SNS「公式 Twitter 等」
ウ、遠野テレビでの議会情報番組�� エ、民放ラジオ
オ、ポスターやチラシ� � � カ、現状のままでよい　
キ、その他（自由記載）

スマホでも
こたえられるよ！

学んで
行動する

議会へ

全
国
市
議
会
議
長
会
２
０
４
０

未
来
ビ
ジ
ョ
ン
出
前
セ
ミ
ナ
ー

㏌
岩
手

　

11
月
例
会
は
、
医
療
法
人
社

団
悠
翔
会
理
事
長
・
診
療
部
長

の
佐
々
木
淳
氏
に
よ
る
「
超
高

齢
社
会
に
求
め
ら
れ
る
地
域
医

療
の
か
た
ち
」
と
題
す
る
講
演

動
画
を
視
聴
し
た
。

講
演
要
旨

● 

地
域
医
療
の
現
状
は
、
高
齢

者
の
増
加
に
加
え
、
高
齢
者

の
軽
・
中
等
症
で
の
救
急
搬

送
の
増
加
か
ら
後
期
高
齢
者

医
療
費
の
増
が
課
題
と
な
っ

て
い
る
。

● 

高
齢
者
は
入
院
を
き
っ
か
け

に
寝
た
き
り
に
な
っ
た
り
、

認
知
症
が
進
行
し
た
り
す
る

傾
向
が
あ
る
。

　

 

そ
し
て
、
入
退
院
を
繰
り
返

し
た
後
、
病
院
や
老
人
ホ
ー

ム
で
亡
く
な
る
人
が
80
％
と

い
う
現
実
。

● 

高
齢
者
の
薬
は
種
類
が
多

く
、
服
用
す
る
こ
と
自
体
が

難
し
く
な
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
中
に
は
診
療
科
別
に
処

方
さ
れ
て
い
る
た
め
に
効
能

が
重
複
し
て
い
る
と
い
う
例

も
あ
る
。

　

 

薬
は
、
か
か
り
つ
け
医
な
ど

に
相
談
す
る
こ
と
も
大
事
で

あ
る
。
多
す
ぎ
る
薬
が
整
理

さ
れ
、
本
人
も
楽
に
な
る
は

ず
で
あ
る
。

● 
高
齢
者
は
、
食
事
制
限
は
い

ら
な
い
。
年
齢
と
と
も
に
少

し
ず
つ
太
っ
た
方
が
良
い
。

栄
養
不
足
は
、
死
亡
リ
ス
ク

が
４
倍
に
な
る
。

● 

家
族
・
友
人
・
地
域
が
一
体

と
な
っ
て
、
医
療
、
介
護
を

守
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

友
人
が
い
な
い
と
死
亡
率
が

２
・
５
倍
に
な
る
。
生
き
が

い
が
あ
る
人
は
長
生
き
を
す

る
。
人
生
の
目
的
が
あ
る
人

は
、要
介
護
に
な
り
に
く
い
。

人
生
の
目
的
が
、
認
知
症
の

進
行
を
抑
制
す
る
。
社
会
と

の
つ
な
が
り
が
、
寿
命
を
決

め
る
。

● 

Ａ
Ｃ
Ｐ
「
人
生
会
議
」
は
、

社
会
的
機
能
＝
生
活
の
継
続

で
あ
り
、
意
思
決
定
の
尊
重

で
あ
る
と
の
こ
と
で
、
そ
れ

に
は
、
地
域
の
力
が
必
要
。

　

講
演
を
視
聴
し
て
、
高
齢
者

が
元
気
に
長
生
き
す
る
た
め
に

は
、
人
生
の
終
活
を
支
え
る
仕

組
み
が
必
要
で
あ
る
と
感
じ

た
。

　

そ
し
て
、
今
ま
さ
に
遠
野
市

が
進
め
て
い
る
『
小
さ
な
拠
点

に
よ
る
地
域
づ
く
り
』
が
そ
の

一
端
を
担
う
こ
と
の
ヒ
ン
ト
を

得
た
と
感
じ
た
。

�

会
長　

照
井
文
雄

調 

査 

日	

令
和
２
年
11
月
24
日

参
加
議
員 

15
名

場　
　
所 

市
役
所
本
庁
舎

	

　
　
　
　
大
会
議
室

市
政
調
査
会

浅  沼  幸  雄
遠野市議会議長

　

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
で
帰
省
客
の
少
な
い
正
月
と
は
い
え
、
穏
や
か

に
過
ご
さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
猛
威
に
苦
し

め
ら
れ
た
年
、
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
一
年
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
イ
ヤ
ー
と

し
て
賑
わ
う
は
ず
だ
っ
た
一
年
。
こ
の
よ
う
に
、
社

会
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
を
、
誰
も
考
え
も
し
な
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

人
類
は
、
長
い
歴
史
の
中
で
、
疫
病
を
は
じ
め
幾

多
の
困
難
を
乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。

　

令
和
三
年
、
市
民
の
皆
様
、
市
そ
し
て
市
議
会
が

力
を
合
わ
せ
ひ
と
つ
と
な
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
負
け

な
い
良
き
年
と
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

　

結
び
に
、
遠
野
市
の
限
り
な
い
発
展
と
市
民
の
皆

様
の
ご
多
幸
・
ご
健
勝
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
年
頭
の

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

謹
ん
で
新
春
の

ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
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（文責本人）市 政 を 問 う

小林  立栄 議員

ヘルプマークの普及啓発を

一括質問方式

市長  心のバリアフリーを
 　推進する中で取り組む

極
的
な
情
報
発
信
を
。

答
（
市
長
） 

　

正
し
い
知
識
と
情
報
を

得
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配

布
、
相
談
窓
口
の
設
置
、

予
防
接
種
の
有
効
性
を
学

ぶ
機
会
の
提
供
等
、
医
療

関
係
団
体
と
も
連
携
し
、

き
め
細
や
か
な
支
援
に
努

め
る
。

※
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

　
個
人
に
対
し
て
意
図
的
に
相

手
の
嫌
が
る
こ
と
や
不
利
益
を

及
ぼ
す
行
為
の
こ
と
。

一
例
「
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
（
性
に
対
す
る
嫌
が
ら

せ
）」「
パ
ワ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
（
職
位
や
階
級
に
よ
る
嫌
が

ら
せ
）」「
マ
タ
ニ
テ
ィ
・
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
（
妊
娠
や
出
産
に
関

す
る
嫌
が
ら
せ
）」「
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
性
的
指
向
や

性
自
認
に
関
す
る
嫌
が
ら
せ
）」

等

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
教
室
や
料

理
教
室
な
ど
開
催
し
て
い

る
。
理
想
の
家
事
・
育
児

を
話
し
合
え
る
よ
う
な
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
シ
ー
ト
の
導

入
や
、
事
例
の
紹
介
な
ど

地
道
に
取
り
組
み
た
い
。

問 

　
女
性
特
有
の
が
ん
対
策

も
男
女
共
同
参
画
に
位
置

付
け
ら
れ
て
い
る
。
乳
が

ん
予
防
と
し
て
、
自
己
検

診
の
周
知
や
習
慣
化
に
向

け
た
取
り
組
み
の
充
実

を
。答

（
市
長
） 

　

自
己
触
診
の
啓
発
を
継

続
し
、
自
己
検
診
グ
ロ
ー

ブ
の
紹
介
や
定
期
検
診
対

象
外
の
若
い
年
代
へ
の
啓

発
も
行
い
た
い
。

問 

　
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク

チ
ン
に
つ
い
て
、
定
期
接

種
対
象
者
と
家
族
へ
の
積

問 
　
外
見
か
ら
は
わ
か
り
に

く
い
困
難
を
抱
え
た
（
義

足
や
人
工
関
節
の
使
用
、

内
部
障
害
や
難
病
、
妊
娠

初
期
等
）
方
々
が
、
周
囲

の
方
に
配
慮
や
援
助
が
必

要
な
こ
と
を
知
ら
せ
る
ヘ

ル
プ
マ
ー
ク
が
あ
る
。
普

及
啓
発
の
充
実
を
。

答
（
市
長
） 

　

教
育
機
関
や
公
共
交
通

機
関
・
観
光
事
業
者
等
と

連
携
し
て
、
周
知
に
取
り

組
み
た
い
。

問 

　

学
校
で
の
取
り
組
み

は
。答

（
教
育
長
） 

　

教
育
活
動
や
行
事
全
般

に
お
い
て
、
性
別
に
関
わ

ら
ず
一
人
ひ
と
り
の
能
力

や
個
性
が
発
揮
で
き
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
る
。
今

後
も
男
女
共
同
意
識
を
高

め
る
教
育
を
進
め
る
必
要

が
あ
る
。

問 

　
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
（
仕
事
と
生
活
の

調
和
）
や
※
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
防
止
の
推
進
を
。

答
（
市
長
） 

　

長
時
間
労
働
の
削
減
・

生
産
性
向
上
、
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
防
止
に
向
け
た
情

報
、
育
児
休
業
や
介
護
休

暇
な
ど
支
援
制
度
の
周
知

や
活
用
し
や
す
い
環
境
整

備
に
向
け
て
、
企
業
や
関

係
団
体
へ
継
続
し
て
働
き

か
け
て
い
く
。

問 

　
結
婚
生
活
・
子
育
て
・

介
護
に
つ
い
て
の
事
前
教

育
も
必
要
で
は
。

答
（
市
長
） 

市
長  

よ
り
一
層
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
へ

⇧　遠野市議会 宛て　FAX：0198-66-3021

■ 議会広報紙「遠野議会だより」について教えてください。
（５）読みやすく、わかりやすい内容ですか。

ア、良い� � � イ、どちらでもない
ウ、悪い� � � エ、読んだことがない
オ、その他（自由記載）

（６）どのような記事に関心がありますか。（複数回答可）
ア、表紙　　� � � イ、定例会・臨時会概要
ウ、委員会での質疑� � エ、一般質問
オ、予算の概要　� � � カ、政務活動費の公表
キ、視察・研修・調査報告� ク、市民の声　
ケ、わたしのひとこと� � コ、クイズ　
サ、その他（自由記載）

■ 「市民と議会との懇談会」について教えてください。
（７） 市民の皆様と自由に情報や意見を交換する場として、「市民と議会との懇談会」を開催

しています。参加しやすい開催方法はどれですか。
ア、対面式�� � � イ、ワークショップ方式
ウ、その他（自由記載）

（８）参加しやすい時間帯はいつですか。
ア、平日（日中）　�� � イ、平日（夜間）
ウ、土日祝日（日中）　� � エ、土日祝日（夜間）
オ、オンラインでの開催　　　　　
カ、その他（自由記載）

（９）期待する内容は何ですか。（複数回答可）
ア、議会の活動報告　　　　� イ、市全体の課題
ウ、身近な地域の課題　　　　　�エ、議員との意見交換
オ、その他（具体的なテーマ等　自由記載）

■ 遠野市議会について教えてください。
（10）ご意見等がありましたらご記入ください。（自由記載）

� アンケートにご協力ありがとうございました。
ヘルプマークやヘルプカードを提示された時は、

記載している内容に沿った支援や配慮をお願いします。
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（文責本人） （文責本人）市 政 を 問 う 市 政 を 問 う

佐々木 大三郎 議員

一問一答方式

答
（
市
長
） 

　

整
備
事
業
の
財
源
は
、

国
か
ら
の
交
付
金
と
起

債
、
一
般
財
源
で
あ
る
こ

と
か
ら
全
国
市
長
会
な
ど

の
要
望
活
動
を
通
じ
て
財

源
確
保
に
努
め
る
。

問 

　
こ
の
事
業
は
日
常
生
活

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
る
。
ま
た
、
地
域
に

入
る
ほ
ど
高
齢
化
も
進
ん

で
い
る
こ
と
か
ら
高
齢
者

な
ど
の
社
会
的
弱
者
に
寄

り
添
っ
た
行
政
運
営
に
努

め
る
べ
き
で
は
。

答
（
市
長
） 

　

高
齢
者
に
優
し
い
道

路
・
水
路
整
備
は
そ
の
通

り
だ
が
、
財
源
が
厳
し
く

や
り
く
り
が
大
変
な
の
も

現
実
で
あ
る
。
国
土
強
靭

化
地
域
計
画
の
策
定
を
急

ぎ
、
補
助
金
等
の
優
先
採

択
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
る
。

問 

　
財
源
不
足
を
理
由
に
当

初
の
計
画
通
り
に
整
備
さ

れ
ず
毎
年
繰
延
状
態
が
続

い
て
い
る
。
ま
た
、
市
民

か
ら
の
新
規
要
望
は
ほ
と

ん
ど
受
け
入
れ
て
も
ら
え

な
い
状
況
に
あ
る
。
財
源

確
保
を
図
り
着
実
に
推
進

す
べ
き
で
な
い
か
。

問 

　
当
市
の
厳
し
い
財
政
状

況
の
要
因
は
、
財
政
力
以

上
に
多
く
の
建
物
を
所
有

し
て
い
る
こ
と
と
、
作
っ

た
建
物
を
有
効
に
活
用
し

き
れ
な
い
、
い
わ
ゆ
る
ハ

コ
モ
ノ
行
政
に
あ
る
と
認

識
す
る
が
。

答
（
市
長
） 

　
「
第
四
次
健
全
財
政
５

カ
年
計
画
」
の
策
定
に
合

わ
せ
、
第
二
次
遠
野
市
総

合
計
画
は
じ
め
各
種
計
画

と
の
整
合
性
を
図
り
つ

つ
、
施
設
整
備
に
係
る
経

費
や
完
成
後
の
維
持
管
理

費
の
検
証
、
有
効
活
用
な

ど
効
率
的
な
行
政
運
営
に

努
め
る
。

問 

　
旧
Ｊ
Ａ
ビ
ル
（
あ
す
も

あ
遠
野
）
の
整
備
と
維
持

管
理
に
高
額
な
税
金
を
投

入
し
て
き
た
も
の
の
、
１

階
部
分
の
未
使
用
状
態
が

長
年
続
い
て
い
る
。
早
急

に
解
決
策
を
見
出
す
べ
き

で
は
。

答
（
市
長
） 

　

Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
会
社
に

よ
る
飲
食
・
物
販
店
の
提

案
を
受
け
て
い
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
白
紙
に
な
っ
た
。「
戦

略
情
報
発
信
エ
リ
ア
」
に

位
置
し
て
お
り
、
観
光
客

や
市
民
が
立
ち
寄
り
や
す

い
環
境
に
あ
る
こ
と
か
ら

早
く
結
論
を
出
し
た
い
。

問 

　
ハ
ー
ド
優
先
の
ハ
コ
モ

ノ
行
政
か
ら
、
ソ
フ
ト
と

住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
重

点
を
置
い
た
政
策
に
転
換

す
べ
き
で
は
。

答
（
市
長
） 

　

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
を
し

っ
か
り
組
み
込
み
、
望
ま

し
い
利
活
用
に
つ
い
て
関

係
者
と
知
恵
を
出
し
な
が

ら
取
り
組
む
。

市
長 

財
政
規
模
に
見
合
っ
た
事
業
計
画
に
努
め
る

菊池  美也 議員
（遠野令和会）

建
物
に
係
る
物
件
費
が
多
す
ぎ
る

一問一答方式

問 

　
学
力
の
調
査
方
法
は
。

答
（
教
育
長
） 

　

本
市
で
は
、
小
学
２
～

５
年
生
ま
で
は
国
語
と
算

数
、
小
学
６
年
生
と
中
学

１
年
生
は
理
科
・
社
会
を

加
え
、
中
学
２
・
３
年
生

は
さ
ら
に
英
語
を
加
え
た

標
準
学
力
検
査
を
平
成
25

年
か
ら
継
続
し
、
個
人
の

伸
び
や
経
年
変
化
を
見
取

っ
て
い
る
。

　

あ
わ
せ
て
、
知
能
を
検

査
し
、
知
能
と
学
力
の
相

関
を
経
年
で
把
握
し
て
い

る
。こ
こ
５
年
を
見
る
と
、

知
能
か
ら
期
待
さ
れ
る
学

力
を
発
揮
し
て
い
る
小
学

生
の
割
合
は
90
％
前
後
を

維
持
し
、
５
年
前
に
72
％

だ
っ
た
中
学
生
は
、
80
％

台
半
ば
ま
で
伸
び
る
な
ど

改
善
が
図
ら
れ
て
い
る
。

教
育
長  

自
分
が
自
分
ら
し
く
、

 
 

よ
り
よ
く
生
き
る
た
め

ど
う
し
て

　

勉
強
し
な
く
ち
ゃ

　
　

い
け
な
い
の

問 

　
学
力
と
の
関
係
に
お
い

て
非
認
知
能
力
を
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
。

答
（
教
育
長
） 

 

※
学
力
の
３
要
素
い
わ

ゆ
る
認
知
能
力
と
非
認
知

能
力
と
の
間
に
は
一
定
程

度
の
相
関
関
係
が
あ
る
も

の
と
認
識
す
る
。

問 

　
児
童
生
徒
の
自
己
評
価

で
は
な
く
、
学
問
的
な
裏

付
け
を
も
っ
た
非
認
知
能

力
調
査
を
お
こ
な
っ
て
い

る
か
。

答
（
教
育
長
） 

　

非
認
知
能
力
に
焦
点
化

し
た
学
問
的
な
裏
付
け
の

あ
る
調
査
は
、
現
段
階
で

は
実
施
し
て
い
な
い
。

問 
　
学
力
の
伸
び
と
非
認
知

能
力
を
同
時
に
調
査
で
き

る
新
た
な
手
法
が
全
国
に

広
が
っ
て
い
る
。

　
取
り
入
れ
る
考
え
は
。

答
（
教
育
長
） 

　

児
童
生
徒
一
人
一
人
の

実
態
把
握
と
教
師
の
指
導

方
法
の
改
善
は
一
体
の
も

の
で
あ
り
、
調
査
結
果
か

ら
得
ら
れ
た
児
童
生
徒
の

学
び
の
姿
に
応
じ
た
指
導

方
法
の
改
善
を
図
っ
て
い

く
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

　

継
続
し
た
取
り
組
み
の

検
証
に
よ
り
成
果
と
課
題

を
明
ら
か
に
し
、
施
策
に

反
映
す
る
こ
と
が
肝
要
で

あ
る
が
、
適
宜
情
報
収
集

に
努
め
、
学
力
向
上
に
資

す
る
も
の
が
あ
れ
ば
前
向

き
に
検
討
し
た
い
。

※非認知能力とは
　目に見えない、数値化しにくい分野の能力。
　自尊心、自制心、自信といった「自分を管理する力」と
協調性、思いやり、道徳性などの「人と関わる力」のこと。
※学力の３要素とは
①	基礎的・基本的な知識・技能　
②	思考力・判断力・表現力等　
③	主体的に学習に取り組む態度

※非認知能力  育てよう
教育長  認知能力と非認知能力は
 　 どちらも学力の要素であり、どちらも大切

市道と水路の整備方針は
市長  総合計画の
 後期５カ年計画に位置付ける

厳しい財政見通しの現状

令和７年度までの財政見通し（財政健全化前）

区　分 R2 R 3 R 7
◇自主財源 5,791 5,721 4,888
◇地方交付税 7,435 7,190 6,894
◇国・県支出金等 10,297 8,881 5,425

合　計 23,523 21,792 17,207

歳　入（単位：百万円）

区　分 R2 R 3 R 7
◇主要三基金残高 1,865 1,803 845
財政調整基金 1,440 1,432 541
市債管理基金 253 254 154
公共施設等整備基金 172 117 150

主要三基金年度末残高（単位：百万円）
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（文責本人） （文責本人）市 政 を 問 う 市 政 を 問 う

問 

　
遠
野
高
校
と
遠
野
緑
峰

高
校
は
、
統
合
対
象
か
ら

除
外
さ
れ
、
再
編
統
合
し

な
い
で
存
続
す
る
方
針
と

な
っ
た
。

　
今
後
の
高
校
魅
力
化
の

戦
略
等
の
方
針
は
。

答
（
市
長
） 

　

高
校
魅
力
化
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
に
登
載
し
て
い

る
事
業
の
具
体
化
に
向
け

た
検
討
を
進
め
て
い
く
。

地
方
創
生
推
進
交
付
金
を

財
源
と
し
た
県
外
留
学
生

等
の
受
入
れ
に
係
る
環
境

整
備
等
の
事
業
展
開
を
推

進
し
て
い
く
。

問 

　
「
高
校
魅
力
化
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ラ
ン
」
に
あ
る
給

食
提
供
に
つ
い
て
、
検
討

の
進
捗
状
況
は
。

答
（
市
長
） 

　

遠
野
市
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
が
、
高
校
生
を
含
め

た
調
理
・
配
食
が
可
能
と

な
る
の
は
、
令
和
５
年
度

以
降
と
推
測
し
て
い
る
。

　

導
入
の
仕
組
み
づ
く
り

と
財
源
確
保
の
検
討
を
進

め
る
。
市
の
後
期
計
画
で

も
高
校
支
援
と
し
て
検
討

す
る
。

問 

　
文
科
省
で
は
、
高
等
学

校
普
通
科
改
革
の
検
討
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。
学
科

新
設
の
可
能
性
は
。

答
（
市
長
） 

　
「
地
域
社
会
に
関
す
る

学
び
を
重
点
的
に
取
り
組

む
学
科
」
の
設
置
に
は
、

十
分
対
応
可
能
と
い
え

る
。
ま
だ
、
文
科
省
で
検

討
中
で
あ
り
、
今
後
、
具

体
的
な
公
表
を
受
け
て
県

教
育
委
員
会
が
ど
の
よ
う

な
対
応
を
進
め
る
の
か
、

情
報
を
充
分
に

共
有
し
て
い
き

た
い
。

佐々木 恵美子 議員

一問一答方式

問 

　

市
の
ま
ち
づ
く
り
等

に
、
若
者
を
ど
の
よ
う
に

巻
き
込
ん
で
い
る
か
。

答
（
市
長
） 

　

市
民
と
行
政
の
協
働
に

よ
り
進
め
て
き
た
。「
第

２
次
遠
野
市
総
合
計
画
後

期
基
本
計
画
」
に
つ
い
て

も
、
青
年
会
議
所
、
小
中

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
代
表
者
な

ど
若
い
世
代
の
方
々
や
特

定
の
分
野
・
年
代
に
偏
り

が
な
い
よ
う
委
員
構
成
に

も
配
慮
し
た
。

問 

　
若
者
条
例
や
若
者
委
員

会
な
ど
、
若
手
の
市
職
員

と
ま
ち
づ
く
り
研
究
に
取

り
組
む
自
治
体
が
あ
る
。

　
当
市
で
の
若
者
施
策
な

ど
の
考
え
は
。

答
（
市
長
） 

　

夢
と
希
望
、
可
能
性
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
と
い
う

の
は
、
若
者
の
特
権
、
若

者
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
。

若
者
と
真
摯
に
向
き
合
う

こ
と
は
大
切
で
あ
り
、
協

力
を
頂
き
な
が
ら
前
に
進

み
た
い
。

問 

　
女
性
が
参
画
や
意
見
を

述
べ
や
す
い
広
聴
の
充
実

が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
（
市
長
） 

　

少
人
数
の
場
で
は
、
率

直
な
意
見
が
出
さ
れ
る
。

少
人
数
開
催
や
若
い
方
と

の
意
見
交
換
も
検
討
す

る
。

市
長 

若
者
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る

 

夢
と
希
望
、
可
能
性
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

小松 正真  議員

高
校
給
食
と
学
科
新
設
の
可
能
性
は

若
者
の
力
で
、

ま
ち
づ
く
り
が
必
要
と
考
え
る

一問一答方式

その他の質問
◦ 新法律による遠野市の過疎

地域指定の見通しについて

市
長 

給
食
提
供
に
つ
い
て
検
討
す
る
計
画
で
あ
る

取
捨
選
択
を
行
い
な
が
ら
、

歳
入
の
確
保
に
努
め
る
。

問 

　

市
債
残
高
の
見
込
み

は
。答

（
市
長
） 

　

令
和
３
年
度
は
、
遠
野

テ
レ
ビ
光
ケ
ー
ブ
ル
化
事

業
の
前
倒
し
実
施
に
伴

い
、
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ

ン
ス
は
赤
字
と
な
る
見
通

し
。
令
和
７
年
度
末
に
は

１
６
５
億
円
以
下
を
目
標

と
す
る
。

問 
　
今
後
も
技
術
革
新
は
進

み
、
今
後
ケ
ー
ブ
ル
が
必

要
な
い
時
代
が
来
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。
健
全
財

政
維
持
の
た
め
に
今
や
る

必
要
は
な
い
の
で
は
な
い

か
。答

（
市
長
） 

　

人
口
が
集
中
し
て
い
る

都
市
部
で
コ
ロ
ナ
の
感
染

が
拡
大
し
て
お
り
、
地
方

へ
の
人
口
分
散
と
い
う
考

え
か
ら
、
タ
イ
ミ
ン
グ
を

失
し
な
い
対
応
が
必
要
で

あ
る
。

問 

　

三
次
計
画
の
市
債
残

高
、
計
画
値
に
対
し
て
実

績
は
。

答
（
市
長
） 

　

令
和
元
年
度
末
残
高
は

約
１
８
９
億
円
、
計
画
よ

り
２
億
以
上
増
額
し
た
。

問 

　
主
要
三
基
金
、
計
画
値

に
対
し
て
実
績
は
。

答
（
市
長
） 

　

令
和
元
年
度
末
残
高
は

約
22
億
円
、
計
画
よ
り

２
億
以
上
減
少
し
た
。

問 

　
家
計
に
置
き
換
え
る
と

基
金
は
貯
金
。
貯
金
を
取

り
崩
し
て
い
け
ば
家
計
は

ど
う
な
る
か
。

答
（
市
長
） 

　

四
次
計
画
の
進
行
管
理

を
着
実
に
行
い
、
事
業
の

市
長 

総
括
を
踏
ま
え
な
が
ら

 

第
四
次
計
画
の

 

進
行
管
理
を
す
る

第
三
次
健
全
財
政
５
か
年

計
画
の
目
標
達
成

で
き
た
か

四次計画で持続可能な
　財政になるか

問 

　
平
成
25
年
度
の
遠
野
市

の
基
金
は
55
億
円
あ
っ

た
。
こ
の
ま
ま
い
け
ば
令

和
７
年
度
に
は
８
億
円
程

度
に
な
っ
て
し
ま
う
。
基

金
が
無
く
な
っ
て
し
ま
う

の
を
心
配
し
て
い
る
が
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

答
（
市
長
） 

　

そ
の
都
度
都
度
に
状
況

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
緊
張

感
を
も
っ
て
財
政
運
営
に

あ
た
っ
て
い
き
た
い
。

問 

　
こ
こ
ま
で
財
政
を
悪
化

さ
せ
た
責
任
は
ト
ッ
プ
で

あ
る
市
長
に
あ
る
。
12
月

定
例
会
に
上
程
済
み
の
補

正
予
算
も
遠
野
テ
レ
ビ
の

光
ケ
ー
ブ
ル
化
も
立
ち
止

ま
っ
て
修
正
し
て
は
。

答
（
市
長
） 

　

１
年
前
に
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
が
蔓
延
す
る
こ
と
は

誰
も
予
想
し
て
い
な
い
。

立
ち
止
ま
る
こ
と
も
必
要

で
あ
る
と
思
う
。
し
か
し

光
ケ
ー
ブ
ル
化
等
の
事
業

は
、
今
や
ら
な
く
て
は
い

け
な
い
事
業
で
あ
る
。

問 

　
主
要
三
基
金
の
見
込
み

は
。答

（
市
長
） 

　

令
和
７
年
度
末
は
、
合

計
15
億
円
以
上
を
目
標
に

し
て
い
る
。

市長  遠野の地域資源を活かす
 取組の中で活力を見出したい

背
景

・国の危機的財政状況から脱出するための地方と一体となった財政健全化の推進
・新型コロナウイルス感染症の影響を受けた「経済の回復」、「新たな日常」の実現の加速化
・合併特例期間の終了、国勢調査による地方交付税の先行き不安

《 概 要 版 》

第四次 遠野市健全財政５カ年計画

第三次健全財政計画の取組成果

第四次健全財政計画

目 標

◇ 経常収支比率 87.8％未満
◇ 実質公債費比率 12.1％未満
◇ 市税収納率（現年分） 97.56％以上
◇ 主要三基金残高 Ｒ７末16億円以上
◇ 市債残高 Ｒ７末165億円以下
◇ ５年間の財政効果額 約９億円

方 策

◇ 投資的経費の選択及び重点化
◇ 市単独事業の検証
◇ 年度末基金残高の一定額の確保
◇ プライマリーバランスの黒字化
◇ 民営化の推進、第三セクター改革の推進
◇ 受益者負担の適正化 等

基本方針 ・普通会計を対象とし、地域経済の回復、成長につながる事業へ予算を集中
・財政健全化を念頭に置いた事業の選択
・健全化判断比率の維持を基本とする歳入歳出の聖域なき事業の見直し

位置付け ・第２次遠野市総合計画後期基本計画の実施を確実なものとするための計画

実施期間 ・令和３年度～令和７年度

【令和７年度までの財政見通し】 単位:百万円

【健全財政化策を講じた後の財政見通し】 単位:百万円

1,865 1,803 1,673 

1,239 1,156 
845 

0
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2,000

3,000

4,000

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

R2 R3 R4 R5 R6 R7

歳入 歳出 三基金残

1,865 1,803 1,704 1,603 1,613 1,614 
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背
景

・国の危機的財政状況から脱出するための地方と一体となった財政健全化の推進
・新型コロナウイルス感染症の影響を受けた「経済の回復」、「新たな日常」の実現の加速化
・合併特例期間の終了、国勢調査による地方交付税の先行き不安

《 概 要 版 》

第四次 遠野市健全財政５カ年計画

第三次健全財政計画の取組成果

第四次健全財政計画

目 標

◇ 経常収支比率 87.8％未満
◇ 実質公債費比率 12.1％未満
◇ 市税収納率（現年分） 97.56％以上
◇ 主要三基金残高 Ｒ７末16億円以上
◇ 市債残高 Ｒ７末165億円以下
◇ ５年間の財政効果額 約９億円

方 策

◇ 投資的経費の選択及び重点化
◇ 市単独事業の検証
◇ 年度末基金残高の一定額の確保
◇ プライマリーバランスの黒字化
◇ 民営化の推進、第三セクター改革の推進
◇ 受益者負担の適正化 等

基本方針 ・普通会計を対象とし、地域経済の回復、成長につながる事業へ予算を集中
・財政健全化を念頭に置いた事業の選択
・健全化判断比率の維持を基本とする歳入歳出の聖域なき事業の見直し

位置付け ・第２次遠野市総合計画後期基本計画の実施を確実なものとするための計画

実施期間 ・令和３年度～令和７年度

【令和７年度までの財政見通し】 単位:百万円

【健全財政化策を講じた後の財政見通し】 単位:百万円

1,865 1,803 1,673 

1,239 1,156 
845 
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遠野産食材を約７割使用。
栄養バランスが整った
温かい給食。
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12月
定例会

（文責本人） （文責本人）市 政 を 問 う 市 政 を 問 う

瀧本 孝一 議員
（遠野令和会）
一問一答方式

問 

　
来
年
４
月
か
ら
９
月
に

か
け
て
、
東
北
６
県
を
行

き
先
・
目
的
地
に
し
た
東

北
Ｄ
Ｃ
が
開
催
さ
れ
る

が
、
そ
の
認
識
や
震
災
10

年
目
で
の
意
義
を
伺
う
。

答
（
市
長
） 

　

復
興
に
向
け
て
歩
む
東

北
の
姿
を
見
て
も
ら
う
こ

と
、
東
北
の
観
光
ブ
ラ
ン

ド
化
の
推
進
と
誘
客
促

進
、
地
域
活
性
化
が
位
置

づ
け
ら
れ
、
落
ち
込
ん
だ

観
光
産
業
の
回
復
に
向
け

て
極
め
て
重
要
な
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
と
認
識
す
る
。

問 

　
東
北
Ｄ
Ｃ
へ
の
準
備
状

況
や
、
更
な
る
観
光
施
策

の
充
実
に
つ
い
て
伺
う
。

答
（
市
長
） 

　

観
光
推
進
協
議
会
と
と

も
に
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
や
県

な
ど
と
連
携
し
観
光
資
源

の
発
掘
や
発
信
、
新
し
い

観
光
メ
ニ
ュ
ー
の
創
出
な

ど
を
行
っ
て
き
た
。

　

様
々
な
観
光
資
源
に
磨

き
を
か
け
、
地
域
の
魅
力

を
増
す
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。

問 

　
来
年
10
月
が
任
期
満
了

だ
が
、
こ
の
３
年
間
の
公

約
の
実
行
度
・
達
成
度
、

評
価
に
つ
い
て
伺
う
。

答
（
市
長
） 

　
「
直
ち
に
取
り
組
む
緊

急
優
先
５
課
題
」
と
「
現

在
進
行
形
の
５
事
業
の
計

画
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

２
つ
を
柱
に
、
10
の
公
約

を
示
し
て
取
り
組
み
な
が

ら
着
実
に
各
種
事
業
を
実

施
し
て
き
た
。

問 

　
残
り
１
年
弱
の
任
期
で

の
ま
ち
づ
く
り
や
取
り
組

み
に
つ
い
て
伺
う
。

答
（
市
長
） 

　

中
心
市
街
地
活
性
化
な

ど
道
半
ば
と
い
う
状
況
も

あ
る
。

　

市
民
の
ニ
ー
ズ
に
タ
イ

ミ
ン
グ
を
失
し
な
い
よ

う
、
残
り
の
任
期
を
座
右

の
銘
の「
全
力
投
球
」・「
誠

心
誠
意
」
で
市
政
課
題
に

向
き
合
っ
て
い
き
た
い
。

問 

　
第
２
次
総
合
計
画
・
後

期
計
画
策
定
へ
の
思
い
や

決
断
を
伺
う
。

答
（
市
長
） 

　

６
つ
の
策
定
方
針
を
掲

げ
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
や
総
合
計
画
審
議
会
な

ど
各
方
面
の
意
見
を
可
能

な
限
り
反
映
さ
せ
た
。

　

高
度
情
報
化
の
進
展
、

異
常
気
象
に
よ
る
災
害
の

頻
発
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
に
象
徴
さ
れ
る
新
た
な

脅
威
の
直
面
で
、
今
後
５

年
間
で
ど
の
よ
う
な
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が

で
き
る
か
、
先
行
き
の
見

通
し
が
非
常
に
難
し
か
っ

た
。

市
長 

10
の
公
約
を
示
し

 

着
実
に
実
施
し
て
き
た

市
長 

極
め
て
重
要
な

 

観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
あ
る

菊池 巳喜男 議員
（遠野令和会）

任
期
５
期
目
の
３
年
間
と
、

　

残
り
１
年
の
市
政
は

東
北
Ｄ
Ｃ（
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）の

認
識
や
観
光
施
策
は

一問一答方式

平成 28 年度から令和７年度までの遠野市総合計画の流れ
（基本構想 10 年、前期・後期各５年）毎年度見直し

その他の質問
◦ 日 本、RCEP 協 定 に 署 名、

どうなる遠野の産業を取り
巻く環境はについて

問 

　
地
籍
調
査
の
現
況
と
今

後
の
計
画
、
そ
し
て
完
了

の
見
込
み
は
。

答
（
市
長
） 

　

小
友
町
と
宮
守
町
が
完

了
し
、
進
捗
率
は
87
・
4

％
で
あ
り
、
令
和
７
年
度

ま
で
に
90
％
ま
で
進
め
て

行
き
た
い
。
岩
手
県
に
お

い
て
は
、
21
市
町
村
が
完

了
し
、
県
全
体
で
は
86
％

の
進
捗
率
で
あ
る
。

問 

　
地
籍
調
査
に
よ
り
山
林

や
原
野
の
環
境
問
題
の
解

決
に
至
る
と
こ
ろ
も
大
き

い
の
で
は
な
い
か
。
遠
野

市
で
は
、
山
林
や
原
野
の

開
発
行
為
の
適
正
化
が
条

例
化
さ
れ
て
い
る
が
、
条

例
を
迅
速
に
実
施
す
る
た

め
に
も
地
籍
調
査
を
迅
速

に
進
め
る
こ
と
も
肝
要
と

考
え
る
が
。

答
（
市
長
） 

　

地
籍
調
査
事
業
は
、
土

地
の
取
引
の
円
滑
化
、
土

地
資
産
の
保
全
、
災
害
復

旧
の
迅
速
化
、
適
切
な
森

林
管
理
等
国
土
の
活
用
と

保
全
に
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
地
権
者
の
高

齢
化
や
市
外
へ
の
転
出
、

土
地
の
形
状
変
化
等
に
よ

り
土
地
の
境
界
の
確
認
に

必
要
な
人
証
や
物
証
が
失

わ
れ
つ
つ
あ
り
、
地
籍
調

査
の
促
進
に
今
後
も
、
国

か
ら
の
財
政
面
で
の
支
援

を
強
く
要
望
し
な
が
ら
事

業
の
早
期
完
了
を
目
指
し

て
い
く
。

市
長 

国
か
ら
の
財
政
面
の
支
援
を
強
く
要
望
し

 

早
期
完
了
を
目
指
す

地
籍
調
査
の
早
期
完
了
を

　

目
指
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か

野生きのこ等の
　出荷規制解除の取り組みは

よ
り
野
生
き
の
こ
全
種
類

が
出
荷
制
限
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、山
菜
で
は「
コ

シ
ア
ブ
ラ
」
の
み
が
出
荷

で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。

従
っ
て
、
山
菜
は
そ
れ
以

外
、
産
直
等
に
お
け
る
販

売
が
可
能
で
あ
る
。

問 

　
今
後
、
出
荷
規
制
解
除

に
向
け
、
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
実
行
し
て
い
る

か
。答

（
市
長
） 

　

出
荷
解
除
に
向
け
引
き

続
き
検
査
等
を
実
施
し
て

い
く
。
ま
た
、
出
荷
基
準

の
緩
和
に
向
け
声
を
出
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い

る
。

問 

　
現
在
、
出
荷
規
制
が
か

か
っ
て
い
る
野
生
き
の
こ

や
山
菜
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

答
（
市
長
） 

　

市
内
で
は
「
ヌ
メ
リ
イ

グ
チ
」
と
い
う
野
生
き
の

こ
が
放
射
性
物
質
の
基
準

値
を
超
え
て
い
る
こ
と
に

市長  出荷基準の見直しや緩和に
 声を出していく必要がある

地元産マツタケを待ち望む産直ともちゃん

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7



その ❶   今定例会では、第◯次遠野市総合計画
の後期基本計画について審議しました。

その ❷   ただいま遠野市議会では、多くの市民の
皆様が議会に関心を持っていただけるような
活動を目指し、◯◯◯ー◯を実施しています。

その ❸   SDGs とは、持続可能な開発目標のこと
です。世界が 2030 年までに達成すべき◯◯
の目標が挙げられています。
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えください。ご意見等は、「市民の声」のコーナーで、
できるだけご紹介させていただきます。
　応募者の中から、抽選で３名の方にすずらん商品
券 1,000 円分をお贈りします。

（当選者の発表は発送をもって代えさせて頂きます。）
《あ て 先》 〒028-0592   遠野市中央通り９番１号
　　　　　 遠野市議会事務局 宛
メールでも応募できます！！   gikai@city.tono.iwate.jp

《しめきり》　令和 3 年 2 月12 日（金）（当日消印有効）

～議会だより 63 号クイズの答え～
その① ３億９千万円 　その② ドライブ　 その③ 土淵

編 

集 

後 

記

「
謹
賀
新
年
」

　
昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
で
大
き
な
不
安
と
負

担
の
毎
日
で
し
た
。

　
９
月
定
例
会
の
後
も
臨
時
会
が
開

催
さ
れ
、
経
済
対
策
や
感
染
予
防
に

つ
い
て
活
発
な
議
論
を
交
わ
し
ま
し

た
。

　
12
月
定
例
会
に
お
い
て
は
、
19
の

議
案
が
可
決
さ
れ
、
ま
た
議
会
で
は

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
等
感
染
症

対
策
調
査
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
、

新
た
な
年
へ
の
準
備
が
整
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
中
で
は
あ
り
ま

す
が
、
４
月
に
は
「
遠
野
風
の
丘
」

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
、
７
月

に
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、

昨
年
中
止
さ
れ
た
市
の
行
事
も
開
催

で
き
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
明
る
く
希
望
の
あ
る
年
に
な
る
こ

と
を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

 

（
浩
士
）

わたしのひとこと

　
私
の
嫁
ぎ
先
の
祖
父
母
は
、
壊
れ
た
物
を
直

し
て
使
う
の
が
得
意
で
し
た
。
初
め
は
「
そ
ん

な
こ
と
を
し
な
く
て
も
、
新
し
い
物
を
買
え
ば

い
い
の
に
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
で
は

祖
父
母
の
物
に
対
す
る
気
持
ち
が
よ
う
や
く
分

か
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
私
は
、
10
年
ほ
ど
前
か
ら
空
き
店
舗
を
改
装

し
、
カ
フ
ェ
を
営
ん
で
い
ま
す
。
改
装
し
た
店

内
に
は
、
古
い
家
具
や
足
踏
み
ミ
シ
ン
を
飾
り

ま
し
た
。
改
装
は
、
想
像
以
上
の
大
変
さ
で
あ

り
ま
し
た
が
、
物
に
対
す
る
気
持
ち
が
一
変
し

ま
し
た
。

　
こ
の
町
へ
訪
れ
る
人
達
は
、
大
自
然
や
古
い

街
並
み
に
懐
か
し
さ
を
求
め
に
来
て
い
ま
す
。

米
を
作
り
、
野
菜
を
作
り
、
物
を
大
切
に
す
る

と
い
う
生
き
る
原
点
が
、
そ
こ
に
あ
る
か
ら
だ

と
思
い
ま
す
。

　
私
は
、遠
野
が
大
好
き
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

訪
れ
る
人
達
に
、
懐
か
し
い
遠
野
の
町
の
良
さ

を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
で
す
。

議会へ の 提言を お 待 ち し て お り ま す ！

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
市

民
の
皆
様
の
ま
ち
づ
く

り
の
夢
や
希
望
な
ど
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。
掲
載

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お

気
軽
に
当
事
務
局
ま
で

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

広
聴
広
報
常
任
委
員  

　
委 

員 

長	

小　
林　
立　
栄

　
副
委
員
長	

佐
々
木　
恵
美
子

　
委　
　
員	

小　
松　
正　
真

　
委　
　
員	

菊　
池　
浩　
士

　
委　
　
員	

菊　
池　
美　
也

　
委　
　
員	

新　
田　
勝　
見

⃝欄に適切な
言葉を入れて

下さい

この議会だよりの中に答えがあるので、
最初から最後まで読んでみてください

議会
だよりク イ ズ


